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ビジネスルール研究WG報告

2016年度ワーキンググループ活動報告

推進者氏名： 清水千博
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■背景となる問題
2012年度の活動では、プロセスの階層レベルとルールのレベルを対応させる
という仮説を、限定的であるが実証することができた。

2013年度は、実例として企業連携におけるルール作成の一部を手掛けること
ができた。

2014年度は、Uberなど新規参入のルール破壊によるビジネスモデルを研究し
始めた。

2015年度は、ビジネスモデルの調査を拡大してきたが、OMGのDMN（意思決

定モデリング）が標準化されたので、その内容の研究調査を兼ねて、日本語化
作業を日本OMGから許可をもらい開始した（書籍の内容を充実させるために
も不可欠と判断）。

■活動目的： 2012年～2015年度の成果を具体的に使用してもらうために、引き
続き活動する。
OMG標準のDMN1.0の翻訳を完成させる
過去4年間の実績を書籍にまとめる

■成果物定義

ビジネスルールとプロセス、ビジネスモデル、意思決定モデルに関する書籍を
出版し、IOT社会の実現に貢献する

活動目的および成果物定義（暫定）



活動概要
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 毎月１回の作業会合を開催し、下記の作業を実施する。
 毎回の会合時間は基本的に18:30-20:30とする。
 毎回の会合の後に懇親会を実施し、人的ネットワークの強化を図る。
 幹事は持ち回り制とし、会合場所の確保、会合案内、出欠確認を担当する。

 WGテーマ
1. DMN1.0の翻訳を完成させる
2. ビジネスルール、プロセス、ビジネスモデル、意思決定に関する書籍の出版



スケジュール
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2012年 2013年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

メンバー募集

DMN1.0翻訳（継続）

DMN以外の意思決定モデル（ア
シュアランケース）の調査・研究

書籍の構成、担当を決める

執筆活動

発表準備



メンバー要件
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■メンバー要件
VCPCメンバー
ISMJ会員
IIBA日本支部会員
日本BPM協会会員
上記団体に属さない有識者は要相談
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2012年 2013年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

メンバー募集

DMN1.0翻訳（継続）

DMN1.1翻訳（変更）

DMN以外の意思決定モデル（ア
シュアランケース）の調査・研究

書籍の構成、担当を決める

執筆活動

発表準備

2016年度実績



活動メンバー紹介
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氏名 VCPC会員区分 企業名/団体名

清水 千博 VCPC/IIBA日本支部会員 株式会社ＫＢマネジメント

森山 武 ＶＣＰＣ個人会員 リコークリエイティブサービス株式会社

藤林 寿 ＶＣＰＣ個人会員 株式会社日立システムズ

林 祥一 IIBA日本支部会員 富士ゼロックス株式会社

庄司 敏浩 IIBA日本支部会員 個人事業主

野村 和哉 VCPC会員 富士通株式会社

露木 愛 IIBA日本支部会員 ニッセイ情報テクノロジー



WG活動実績
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日程 場所 Agenda 担当

第1回 2016年6月24日大井町MICAN DMN1.0 日本語化 野村、森山、清水

第2回 2016年7月22日 中止

第3回 2016年9月20日大井町MICAN DMN1.0 日本語化 森山、庄司、野村、藤林、清水

第4回 201610月27日富士通汐留本社 DMN1.0 日本語化 露木、森山、清水、藤林、庄司

第5回 2016年11月21日富士通汐留本社 DMN1.1 日本語化 森山、藤林、清水、露木、庄司

第6回 2016年12月20日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 森山、藤林、露木、清水

第7回 2016年1月30日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 林、森山、清水、露木、藤林、庄司

第8回 2017年2月16日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 野村、森山、庄司、藤林、清水

第9回 2017年3月1日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 野村、森山、庄司、藤林、清水

第10回 2017年3月17日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 野村、森山、庄司、藤林、清水

第11回
2017年3月27日 庄司さんご不幸のため中止 中止

第12回 2017年4月7日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 野村、森山、庄司、藤林、清水

第13回 2017年4月27日大井町MICAN DMN1.1 日本語化 野村、藤林、清水



2016年度活動の振り返り
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 2016年度： OMG DMN1.0の翻訳開始

 OMG DMN 1.1へのUpDate（2016年 5月）







BBC2015： DMN関連セッション

12



DMNの目的は、モデル決定に必要な構成物を

提供することである。図を用いて素早く組織的な
意思決定を描くことができ、ビジネスアナリストに
より正確に定義でき、そして（オプションで）自動
化できる。



翻訳：日本OMGから翻訳許可を
取り付けて作業中



意思決定の種類と特徴

現場の業務上
意思決定

戦術的
意思決定

戦略的
意思決定

♣ 経営トップによってなされる

♣ 非定型で繰り返されることが少ない

♣ 海外展開、M&Aなど

♣ 経営ミドルによってなされる

♣ 組織編成、プロダクト計画など

♣ ビジネス現場によってなされる

♣ 定型で繰返しなされる

♣ プロダクト推奨、ローン審査、保
険査定、在庫の補充発注など

（非
構
造
的
）

（構
造
的
）

Copyright © 2017  Blaze Consulting Japan, Inc. & KB Management Inc, All rights reserved.



Copyright © 2016  Blaze Consulting Japan, Inc.  All rights reserved.

意思決定の種類と特徴

1回当りの
経済価値

デシジョン
の回数

デシジョンの
総経済価値

デシジョンの
総経済価値

1回当りの
経済価値

デシジョン
の回数

× =

× =

経験や

勘

ビジネスルール

デシジョンの
拠り所

（戦略および戦術的デシジョン）

（業務オペレーション上のデシジョン）





テクニック： 意思決定モデリング
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情報

要求

権限
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BABOK®ガイド
P210



テクニック： 意思決定モデリング

OMG：Decision Model and Notation Sep. 2015より引用



意思決定モデルと表記法

申請データを
収集する

融資を
決定する

融資を
決定する

融資を
断る

融資=受入れ 融資=拒否

融資

適格性
ルール適格性

申請
リスク

申請

申請リスク
評価モデル

申請リスク
分類表

適格性
不適、適格

1 無職 - 不適
2 - 非（イギリス） 不適　
3 - <16 不適　
4 - - 適格

P 就業状況 国名 年齢

適格性ルール

Business Process Model

（BPMN）

Decision Model

（DMN）



関係 シンボル 解説（要求元への矢印）

情報要求 意思決定は、他の意思決定または入
力データに情報を要求する

知識要求 意思決定はビジネス知識を要求する

権限要求 意思決定は知識ソースの権限（根拠）
要求する
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BA研修
レコメンド

BA研修

顧客特性
レコメンドテーブル

ポテンシャル
顧客リスト

顧客ランク付け
テーブル

顧客

ランク付け
委員会

DRD： 関係の種類
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BA研修
レコメンド

BA研修

顧客特性
レコメンドテーブル

ポテンシャル
顧客リスト

顧客ランク付け
テーブル

顧客



最も単純な意思決定モデル
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意思決定

入力データ

ビジネス知識



意思決定モデル
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個人信用格付け

カード保持者

個人信用格付け
ロジック

全債務/年収勤務状況

個人信用格付け
C, B, A, AA, AAA

1 良好 <=4.0 AAA
2 平均的 >.4.0 AA
3 平均的 <=2.0 A
4 不良 - B

U 就業状況 全債務/年収



デシジョン・テーブルの詳細

U 個人勤務記録 全債務/年収 個人信用格付け

良好、平均的、不良 >0 C、B、A、AA、AAA

1 良い <=4.0 AAA

2 >4.0 AA

3 平均的 <=2.0 A

4 >2.0 B

5 不良 - C

個人信用格付け

名称
ヒット
ポリシー

値リスト

インプット

アウトプット

条件

固有のルール番号 無関係
結果

ルール



意思決定モデルと表記

申請データを
収集する

融資を
決定する

融資を
決定する

融資を
断る

融資=受入れ 融資=拒否

融資

適格性
ルール適格性

申請
リスク

申請

申請リスク
評価モデル

申請リスク
分類表

適格性
不適、適格

1 無職 - 不適
2 - 非（イギリス） 不適　
3 - <16 不適　
4 - - 適格

P 就業状況 国名 年齢

適格性ルール

Business Process Model

（BPMN）

Decision Model

（DMN）



申請データを
収集する

戦略=拒否

信用調査戦略を
決定する

戦略=信用調査

与信データを
収集する

判定
ルーチン

必要書類を
収集する

申請を
レビューする

査定=拒否査定=容認

申請を
容認する

申請を
拒否する

戦略=スルー

与信
データ

サポート
書類

要求された
金融商品

申請者

アウトプット項目：
｛戦略、与信タイプ｝

アウトプット項目：
｛判定ルーチン｝

アウトプット項目：
｛査定｝

判定=拒否

判定=参照

判定=容認



意思決定要求グラフの例
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OMG：Decision Model and Notation Sep. 2015より引用



DaaS（デシジョン・アズ・ア・サービス）

クラウド版
デシジョン
サービス

担当者Aが30分で代車を持って到着します。修理工場も手配しました
ので、5日以内で修理してご返却します。

車をぶつけてしまって…

このお客様への最適な保険プランは?

ご子息が成人になられましたので、B特約付きのD保険
が最適です。次のベストプランは…

来週からはじまるキャンペーンのルールを予約登録しておこう！

スコアを10ポイント下げると収入が3%増える代わりに
予想損害率が5%増えるな…

先月は、2,200のデシジョンサービスを実行しましたので、ご請求書を
お送りします。デシジョンレポートも併せてご覧下さい。

（顧客）

（代理店）

（マーケッター）

（アナリスト）

（業務管理）

Pay for

Decision

Copyright © 2017  Blaze Consulting Japan, Inc. &  KB Management Inc  All rights   reserved.



近未来のIoT（Internet Oｆ Things）/デジタ
ルビジネスの主要な要素

• 自動的に入力されるデータを人間が判
断していてはビジネスにならない、意思
決定の自動化が不可欠な
成功要因

31

DMN（意思決定モデリング）の重要性



• ITメディア・コンテンツ産業
▶バイタルデータによる健康管理システムの開発
▶ロボット開発プラットフォーム構築
▶車載インフォティメントのためのコンテンツ制作

• 医療・美容・健康産業
▶バイタルセンサーの情報を利用した各種サービス
▶健康管理サービスのプラットフォーム構築
▶介護業者による無人旅客運送サービス

• インフラ・建築・エネルギー産業
▶インフラ協調型自動運転のための交通網整備
▶盗電などの犯罪被害の軽減
▶インフラサービスのプラットフォーム構築

• 自動車・輸送機器産業
▶新規参入者による自動運転車販売
▶無人旅客運送サービスによる車体販売数減少
▶知能化居住空間の一部として事業拡大

• 電子・電気・機械産業
▶人間協調型ロボットの開発
▶自動運転車両に使用する電子デバイスの開発
▶知能化居住空間プラットフォームの独占
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意思決定モデリングの活用例-1

日経BP社「人工知能の未来」より



• 衣料・インテリア・雑貨産業
▶知能化居住空間の情報を利用した外出喚起サービス
▶家庭用パーソナルアシスト情報を利用した製品提供
▶店舗やECサイトでインテリジェントコマースを活用

• 金融・保険業
▶リスクの高低に応じたフレキシブルな保険料設定
▶インフラ点検ロボットのリース提供
▶トレーディング、アナリスト、審査業務の人件費削減

• 素形材・化学産業
▶自動運転車両および内装に使う素形材開発
▶ロボットやドローンの電子部品のための素形材開発
▶効率的な新物質の研究開発

• 農業・食品産業
▶3Dフードプリンタの普及による外食店の影響
▶知能化家電による食料品配達サービス展開
▶スマート農機開発およびサービス事業への展開

• 流通・サービス産業
▶自動運転車内でのコンシェルジュサービス展開
▶知能化家電から得られる情報を活用した新ビジネス
▶出荷予測サービスの導入で短期間のデリバリー
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意思決定モデリングの活用例-2

日経BP社「人工知能の未来」より



DMN活用の前提はビジネスアナリシス

• DMNはビジネスの手段

• ビジネスにどう役立てるかを明確にすること
が重要

• ビジネスアナリストの重要な仕事

• ニーズを定義し、ステークホルダーに価値を
提供するソリューションを推奨することにより、
エンタープライズにおけるチェンジを可能にす
る専門活動 34
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ビジネスルール研究WG
2017年度はIIBA日本支部の正式活動に移管さ
れます。

IIBA日本支部会員用の研究会として新たにス
タートします。ただし、現在活動中のVCPCメン
バーは引き続き特別会員としてIIBA日本支部よ
り参加が認められます。

本活動に関心ある方VCPCメンバーの方は 責
任者の清水までご連絡ください（特別に配慮いた
します：2017年度のみの特例）。

長い間、大変お世話になりました。

2017年度活動に関して


